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2021 年 3 月 19 日 

NO.80 

 

活
動
日
誌(

前
回
た
よ
り
以
降
及
び
前
回
不
足
分) 

 

１
／

(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
に
対
す

る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会
参
加(

山
口
市) 

１
／

(

金) 

第

回
運
営
委
員
会(

宇
部
市) 

１
／

(

土) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
会
議(

Ｗ
ｅ

ｂ) 

１
／

(

日) 
(

日
韓
青
少
年
交
流)

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｐ
実
行
委
員
会(

Ｗ

ｅ
ｂ) 

１
／

(

土) 

周
年
犠
牲
者
追
悼
集
会(

宇
部
市) 

２
／

(

水) 

朝
鮮
学
校
支
援
行
動
月
間
行
動 

２
／

(

金) 

第

回
運
営
委
員
会(

宇
部
市) 

２
／

(

土) 

第

回
強
制
動
員
全
国
研
究
集
会(

Ｗ
ｅ
ｂ) 

２
／

(

月) 
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
補
償
運
動
と
日
韓
市

民
の
連
携
を
考
え
る
」
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会(

Ｗ
ｅ

ｂ) 

２
／

(

金) 

真
相
究
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
会
議(

Ｗ
ｅ

ｂ) 

２
／

(

日) 
(

日
韓
青
少
年
交
流)

Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｐ
実
行
委
員
会(

Ｗ

ｅ
ｂ) 

３
／

(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
に
対
す

る
抗
議
座
り
込
み
行
動
及
び
座
談
会
参
加(

山
口
市) 

３
／

(

金) 

第

回
運
営
員
会
＆
『
た
よ
り
』
発
送
作
業

(

宇
部
市) 

 2013 年に追悼ひろばができてから、いろいろと拡充作業をしてきま

したが、メインである犠牲者の名前が明記されている名板が 7 年の間に

日焼けをしてしまい、名前が読みにくくなっていました。2～3 年前か

ら韓国遺族会とも相談しながら様々な検討を重ね、今回、79 周年追悼

集会開催の前に、石の名板に刷新しました。 

新しくなった名板を見に、追悼ひろばにお越しください！ 

 

2013 年建設時の追悼碑 2020 年 12 月現在の追悼碑 

名板の色に

注目！ 

拡充や維持にも費

用がかかります。 

カンパをよろしく

お願いします！ 

2021 年 1 月に石の名板になりました！ 
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韓国からのご遺族が来日できない状況で初めて開

催された追悼集会でした。 

どのような形で開催するか、思案しました。 

今回は、オープニングに在日のご遺族である「ハル

ナユ」さんの生演奏で始まり、ご遺族代表、駐広島大韓

民国総領事館の金宣杓総領事、在日本大韓民国民団

山口県地方本部の林源玉団長、在日本朝鮮人総連合

会山口県本部の朴徹委員長の 4 名でチェサ（韓国式法

事）を行っていただきました。 

コロナ禍の中で、感染拡大防止に注意しながらの開

催でしたが、約 100 名の参加がありました。 

ハルナユさんが長生炭鉱で犠牲にな
ったもう会えない愛する人への叫び、
海の底に眠る魂への祈り…この曲を
きいた方々の心が優しくなりますよう
にと願いを込めてつくってくださった
歌“カジマヨ”でオープニング 

会場ではソーシャルディスタ

ンスを保ち、マスク着用、アル

コール消毒で対応しました。 

司会進行：井上洋子共同代表 

韓国遺族会より、ビデオメッセー

ジが届けられ、第 2 部で上映する

が、第 1 部では上映環境がない

ため、運営委員の宮本輝男委員

が内容を代読 

 

ハルナユ（柳春菜）さん（左） 
福岡在住のシンガーソングライター 

犠牲者の姪の孫にあたります。 

【来賓挨拶】 
 

駐広島大韓民国総領事館…金宣杓総領事（上） 
在日本大韓民国民団山口県地方本部 

…林源玉団長（下左） 
在日本朝鮮人総連合会山口県本部 

…朴徹委員長（下右） 
来賓の方々とハルナユさんで一緒にチェサを行っていただきました。  

【閉会挨拶】 

内岡貞雄顧問 
最後に、参加者で献花をしました。 

第
一
部 
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第
二
部 

ハルナユさんに、第 1 部で
は歌とチェサだけでした
が、第 2 部では、一言挨拶
をしていただきました。 

長年、「刻む会」を引
っ張ってこられた島
敞史顧問より、ご挨拶
をいただきました。 

今回の追悼集会のために、以下の過去の証言映像をピッ
クアップしてビデオを作成し、上映しました。 

・金亨洙（キムヒョンス）さん  肉声(2011 年追悼集会) 

・楊玄（ヤンヒュン）さん  肉声(2011 年追悼集会) 

・尹玉基（ユンオッキ）さん  肉声(2012 年追悼集会) 

・朴源圭（パクウォンギュ）さん  肉声(2011 年追悼集会) 

・崔正秀（チェジョンス）さん  井上洋子さん代読(2013 年追悼集会) 

・申載鳳（シンジェボン）さん  肉声(2011 年追悼集会) 

・全錫虎（チョンソッコ）さん  肉声(2012 年追悼集会) 

韓国遺族会からのビデオメッセージ 

島敞史顧問 

ハルナユ（柳春菜）さん 

来賓挨拶 

駐広島大韓民国総領事…金宣杓総領事（上） 

韓国・観音宗（ビデオメッセージ）（下） 

参加者よりジャーナリストの安田浩一さん
に発言していただきました。 
「刻む」ということの大切さを改めて認識さ
せていただきました。 

後日、共同新聞社を通じて各紙（「刻む会」
が 3 月 1 日現在確認しているところで、「北
日本新聞」（下）、「沖縄タイムス」、「神戸新
聞」）に記事を掲載してくださいました。 

参加者からの発言 

毎日新聞、宇部日報も掲載してくださいました。 

また、参加者のお一人、中西徹さんが、個人的に

出しておられる会報（『浮遊庵』）に記事を掲載し

てくださいました。ありがとうございます。 

毎
日
新
聞
・
上 

宇
部
日
報
・
下 
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１
．
「
強
制
連
行
」
を
刻
む 

 

２
０
１
１
年
１
月
30
日
、
69
周
年
追
悼
集
会
翌
日
の

韓
国
遺
族
会
と
の
話
し
合
い
は
、
活
発
な
意
見
交
流
が
あ

っ
た
。
特
に
韓
国
・
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼
碑
に
「
強
制
連

行
」
の
文
言
を
入
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
賛
否
両
論
が

交
わ
さ
れ
た
。 

１
９
３
９
年
９
月
、
平
沼
内
閣
の
も
と
で
「
募
集
」（
１

９
３
９
年
度
労
務
動
員
計
画
、
移
住
朝
鮮
人
８
５
，
０
０

０
人
）
が
は
じ
ま
り
、
長
生
炭
鉱
は
同
年
10
月
12
日
に

朝
鮮
人
２
４
９
名
を
慶
尚
北
道
か
ら
連
行
し
た
。
私
は

「
強
制
連
行
」
は
実
質
こ
の
時
か
ら
始
ま
る
と
い
う
意
見

を
述
べ
た
。
当
時
、
副
会
長
だ
っ
た
楊
玄
（
ヤ
ン
・
ヒ
ュ

ン
）
さ
ん
は
、
「
そ
の
意
見
は
、
男
た
ち
の
碑
（
旧
慰
霊

碑
）
を
つ
く
っ
た
人
た
ち
、
も
っ
と
言
え
ば
権
力
側
の
言

う
こ
と
と
同
じ
で
す
。
１
９
１
０
年
に
植
民
地
支
配
を
受

け
て
か
ら
、
私
た
ち
は
日
本
帝
国
や
日
本
人
の
言
う
こ
と

は
、
否
応
な
く
す
べ
て
強
制
的
圧
力
を
感
じ
て
き
た
と
い

う
認
識
で
す
」
。
ま
た
今
回
の
追
悼
集
会
で
戸
籍
謄
本
を

示
し
な
が
ら
、
日
本
政
府
の
不
作
為
を
批
判
し
た
朴
源
奎

(

パ
ク
・
ウ
ォ
ン
ギ
ュ)

さ
ん
は
言
っ
た
。
「
刻
む
会
」
は

歴
史
を
正
し
く
刻
ん
で
い
こ
う
と
結
成
さ
れ
た
市
民
団

体
だ
と
聞
い
て
い
る
。
強
制
連
行
を
避
け
る
の
で
は
な
く
、

歴
史
の
事
実
を
正
し
く
堂
々
と
刻
ん
で
ほ
し
い
。
強
制
連

行
で
あ
っ
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
な
ん
で
す
か
ら
」
。 

そ
の
日
は
時
間
切
れ
と
な
り
、
双
方
の
意
見
を
踏
ま
え

「
刻
む
会
」
の
定
例
委
員
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

後
日
、
遺
族
会
と
「
刻
む
会
」
の
意
見
を
擦
り
合
わ
せ
の

結
果
、
「
強
制
連
行
」
の
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
に
決
ま

っ
た
。
（
写
真
①
） 

こ
の
論
議
は
、
私
に
と
っ
て
遺
族
会
の
思
い
・
遺
族
の

思
い
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
。 

 ２
．
監
視
下
の
「
合
宿
所
」 

 

（
写
真
②
）
は
１
９
３

９
年
９
月
に
会
社
が
建

て
た
合
宿
所
の
一
部
で

あ
る
。
平
屋
建
て
４
棟
が

口
の
字
型
に
な
り
出
入
り
口
は1

ヶ
所
だ
け
だ
。
会
社
は

そ
こ
に
警
備
係
を
置
き
、
24
時
間
の
監
視
を
行
っ
た
。
合

宿
所
は
約
４
０
０
名
の
単
身
・
独
身
の
朝
鮮
人
を
収
容
し
、

周
囲
を
３
．
６
メ
ー
ト
ル
の
板
塀
で
取
り
囲
ん
だ
。
板
塀

は
朝
鮮
人
の
逃
亡
を
防
ぐ
目
的
だ
っ
た
が
、
彼
ら
の
逃
亡

は
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
あ
る
朝
鮮
人
労
働
者
は
、「
一

部
屋
に
二
畳
の
ス
ペ
ー
ス
で
４
人
が
あ
て
が
わ
れ
、
８
畳

続
き
の
部
屋
が
多
く
あ
っ
た
。
厳
冬
期
に
与
え
ら
れ
る
毛

布
一
枚
で
は
と
て
も
寒
さ
を
凌
げ
な
い
の
で
、
隣
の
人
と

二
枚
の
毛
布
を
重
ね
て
寝
た
」
と
話
し
た
。 

（
聞
き
取
り
／
１
９
９
５
年
１
月
山
口
武
信
会
長
〈
故

人
〉
） 

人
を
人
と
し
て
扱
わ
な
い
「
長
生
炭
鉱
」
、
杜
撰
な
安

全
対
策
の
「
長
生
炭
鉱
」
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
朝
鮮
人

は
相
次
い
だ
。
彼
ら
は
下
関
港
か
ら
鉄
道
か
小
船
で
連
行

さ
れ
た
が
、
会
社
は
小
船
を
多
く
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

小
船
は
彼
ら
に
周
囲
の
地
理
を
覚
え
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
「
逃
亡
防
止
」
の
目
的
も
あ
っ
た
が
、
効
果
は
な
か

っ
た
。
長
生
炭
鉱
の
脱
出
は
、
非
人
道
的
な
「
強
制
労
働
」

か
ら
朝
鮮
人
自
ら
が
「
人
間
の
尊
厳
」
を
取
り
戻
そ
う
と

す
る
命
が
け
の
行
動
だ
っ
た
。
一
方
海
底
坑
道
で
は
、
朝

 
強
制
連
行 

写 真 ① 追 悼 碑 除 幕 式

（2013.2.2） 

第二部 講演 

 「強制連行」と長生炭鉱

および今後の展望 
顧問 内岡貞雄 

 「刻む会」を長年共同代表としてけん引してきた内岡貞雄顧問

から、これまでの活動を振り返り、今後の道しるべを示す講演

をしていただきました。コロナ禍で今後の活動をどのようにし

ていけば良いか暗中模索が続いておりますが、これまで歩ん

できたことを再確認することは、とても意義がありました。 

来年の 80 周年に向けて、良い集会となったと思います。 

以下、当日資料の原稿を転載します。 
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鮮
人
は
採
炭
夫
と
し
て

12

時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
た
。

彼
ら
は
沖
に
延
び
る
坑
道
の

採
炭
場
で
作
業
を
行
な
が

ら
、
漁
船
の
焼
玉
エ
ン
ジ
ン

音
に
不
安
を
覚
え
、
課
長―

係
長―

係
員―

指
導
員
と
い

う
命
令
系
統
の
も
と
で
厳
し

く
監
視
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

労
働
実
態
が
「
強
制
労
働
」
注

１
（
ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ 

ｔ
ｏ 

ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
）
に
該
当
す
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
と
思
う
。 

注
１:

日
本
製
鐵
徴
用
工
問

題
に
つ
い
て
、
２
０
１
８
年

10
月
30
日
に
韓
国
大
法
院
判
決
は
原
告
の
請
求
す
る
日

本
製
鐵
へ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
認
め
た
。
こ
の
裁
判
で

大
阪
高
裁
判
決
は
原
告
敗
訴
（
２
０
０
２
．
11
．
19
）

に
な
っ
た
が
、
判
決
文
に
は
「
原
告
の
労
働
実
態
は
強
制

労
働
に
該
当
し
違
法
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
書
か
れ

た
。 

 

３
．
金

景

キ
ム
・
ギ
ョ
ン

鳳ボ
ン

さ
ん
、
秋

チ
ュ
・

順ス
ン

得ド
ク

さ
ん
の
「
思
い
」 

〇
金
景
鳳
さ
ん
は
慶
尚
北
道
迎
日
郡
出
身
で
、
１
９
４
１

年
17
歳
の
時
、
突
然
自
宅
に
や
っ
て
き
た
日
本
の
巡
査

か
ら
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら

れ
、
釜
山
経
由
で
下
関
に
連
行
さ
れ
た
。
下
関
港
で
小
船

に
乗
り
か
え
、
桟
橋
と
二
本
の
ピ
ー
ヤ
（
排
気
・
排
水
筒
）

の
あ
る
炭
鉱
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。
同
じ
村
の
お
兄
さ
ん

が
「
こ
こ
は
長
生
炭
鉱
と
言
っ
て
海
の
底
に
坑
道
が
走
っ

て
い
る
所
だ
」
と
教
え
て
く

れ
た
。
坑
道
は
キ
ヤ
ッ
プ
ラ

ン
プ
が
あ
っ
て
も
薄
暗
く
、

空
気
が
汚
れ
て
い
る
悪
環

境
で
コ
レ
ラ
が
流
行
っ
た
。

ギ
ョ
ン
ボ
ン
さ
ん
も
罹
患

し
、
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
で

火
葬
場
送
り
に
な
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。 

「
毎
日
、
毎
日
こ
こ
を
逃
げ

出
す
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
。
午
後
５
時
か
ら
の
作
業

を
終
え
、
寮
に
戻
る
途
中
に
『
水
非
常
』
が
起
こ
っ
た
と

い
う
声
を
聞
い
た
。
振
り
返
る
と
、
海
上
に
黒
い
煙
が
立

ち
込
め
、
白
い
水
柱
が
あ
ち
こ
ち
に
聳
え
立
ち
、
泡
が
舞

っ
て
い
た
。
同
郷
の
お
兄
さ
ん
や
坑
内
に
い
た
仲
間
は
み

ん
な
死
ん
だ
。
私
は
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
が
、
亡
く
な

っ
た
人
た
ち
の
遺
骨
を
早
く
引
き
揚
げ
て
ほ
し
い
。
そ
れ

と
悔
し
い
こ
と
が
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
た
。
日
本
政
府
は
強

制
連
行
を
認
め
謝
罪
し
て
ほ
し
い
」
。(

２
０
０
７
年
２
月

３
日 

65
周
年
追
悼
集
会)

 

（
写
真
③
）
長
生
海
岸
で
山
口
武
信
代
表
（
左
）
と
。 

〇
秋
順
得
さ
ん
は
事
故
当
時
、
坑
内
で
作
業
を
し
て
い
た
。

当
時
17
歳
で
、
電
気
保
安
係
か
ら
事
故
現
場
近
く
に

呼
ば
れ
て
、
松
の
千
本
束
を
運
ぶ
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。

彼
は
こ
の
場
所
に
居
た
こ
と
が
九
死
に
一
生
を
得
る

こ
と
に
な
っ
た
と
話
す
。
（
写
真
④
） 

水
没
事
故
の
瞬
間
、
耳
を
劈

つ
ん
ざ

く
音
が
響
い
た
。「
バ
リ

バ
リ
ド
ー
ン
」
、
坑
道
の
支
柱
が
も
の
す
ご
い
音
を
立

て
て
崩
れ
落
ち
、
大
量
の
海
水
が
流
れ
込
ん
だ
。
ス
ン

ド
ク
さ
ん
は
坑
口
め
が
け
て
走
っ
た
。 

ス
ン
ド
ク
さ
ん
は

２
０
０
６
年
４
月

に
韓
国
真
相
糾
明

委
員
会
か
ら
の
聞

き
取
り
を
受
け
た

後
、
長
生
炭
鉱
坑

外
図
と
坑
内
図
を

「
刻
む
会
」
に
横

川
輝
雄
さ
ん
を
介
し
て
送
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
図
か

ら
、
彼
の
少
年
時
代
の
記
憶
と
思
い
の
深
さ
が
感
じ
ら

れ
た
。 

 

４
．
今
後
の
展
望 

 

宇
部
市
と
の
協
議
及
び
成
果
に
つ

い
て
述
べ
る
。 

（
写
真
⑤
）
は
、
と
き
わ
公
園
の
石
炭

記
念
館
（
１
９
６
９
年
オ
ー
プ
ン
）
２

Ｆ
に
展
示
さ
れ
た
宇
部
市
の
年
表
で

あ
る
。
上
の
写
真
に
長
生
炭
鉱
水
没
事

故
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

山
口
武
信
代
表
が
抗
議
を
し
て
加
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
下
は
「
刻
む
会
」

の
指
摘
に
よ
り
「
殉
職
者
」
を
「
犠
牲

者
」
と
修
正
さ
せ
た
も
の
だ
。 

（
写
真
⑥
）
は
、
ピ
ー
ヤ
の
説
明
板
（
長

生
炭
鉱
と
石
炭
産
業
）
で
あ
る
が
、
説

明
文
に
問
題
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

〝
石
炭
は
郷
土
の
産
業
経
済
だ
け
で

な
く
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
先
人
た
ち
の

命
を
か
け
た
炭
鉱
へ
の
思
い
を
未
来

 

写真② 合宿所跡（1988.8） 

写 真 ③ 長 生 海 岸 に て

（2007.2.3） 

写真④ 長生炭鉱で働いて

い た 秋 順 得 さ ん 72 歳

（1997.5） 

 

写真⑤ 上は 2009 年に加えられた 

下は 2015 年 11 月に修正された 



刻む会たより No.80 

- 6 - 

へ
と
継
承
し

て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
〟
と

い

う

箇

所

だ
。
こ
の
部

分
を
削
除
さ

せ
る
の
に
７

年
も
費
や
し

た
。
強
制
連

行
や
生
活
困

窮
の
た
め
や

む
な
く
渡
日

し
た
と
い
う

記
述
が
な
い

の
は
不
満
で
あ
る
が
、
ピ
ー
ヤ
を
正
面
に
し
た
海
岸
沿
い

の
フ
ェ
ン
ス
に
説
明
板
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
評
価
で

き
る
成
果
と
い
え
る
。
昨
年
（
２
０
１
９
年
）
５
月
、
韓

国
の
民
主
団
体
一
行
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
、
説
明
板
を

見
て
た
い
そ
う
喜
ば
れ
た
。 

（
写
真
⑦
）
は
ピ
ー
ヤ
の
保
存
で
あ
る
。
１
９
９
１
年
「
刻

む
会
」
発
足
時
に
ピ
ー
ヤ
を
保
存
す
る
署
名
２
，
６
８
７

筆
を
県
と
市
に
提
出
し

た
。
２
０
１
５
年
か
ら

「
ピ
ー
ヤ
の
保
存
」
に

つ
い
て
、
市
教
育
委
員

会
に
文
化
財
あ
る
い
は

史
跡
の
指
定
に
つ
い
て

検
討
を
依
頼
し
た
。
そ

の
後
船
木
に
あ
る
「
学

び
の
森
」
で
、
文
化
財
指

定
の
協
議
会
に
傍
聴
者
と
し
て
出
席
し
た
。
ま
た
、
石
炭

記
念
館
２
Ｆ
の
ス
ペ
ー
ス
に
長
生
炭
鉱
関
係
の
展
示
を

し
て
も
ら
う
よ
う
見
取
り
図
添
付
の
要
望
を
行
っ
た
。 

（
写
真
⑧
）
は
長
崎
県
池
島
炭
鉱
の
坑
口
と
斜
坑
で
あ
る
。

「
刻
む
会
」
は
２
０
１
５
年
10
月
に
３
日
間
か
け
て
坑

口
及
び
坑
道
調
査
を
実
施
し
た
。
熊
本
の
業
者
に
委
託
し
、

同
年
12
月
の
調
査
結
果
で
坑
口
場
所
が
特
定
さ
れ
た
。

そ
こ
か
ら
４
～
５
メ
ー
ト
ル
地
中
を
掘
る
と
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
坑
口
が
現
れ
る
は
ず
だ
。
工
事
の
実
現
に
は
市
か

ら
の
許
可
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
解
決
す
べ
き
壁
が
あ

る
が
、
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。 

 

「
刻
む
会
」
は
、
追
悼
ひ
ろ
ば
に
あ
る
追
悼
碑
を
ピ
ー

ヤ
正
面
の
坑
口
付
近
に
移
動
し
、「
殉
難
者
之
碑
」（
１
９

８
２
年
４
月
建
立
）
と
共
に
歴
史
の
真
実
を
語
れ
る
も
の

に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
の
「
成

果
」
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
一
つ
ひ
と
つ
確
実
に
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
展
望
は
必
ず
開
け
て
く
る
。 

 

 
 

写真⑥ ピーヤの説明板 

写真⑦ ピーヤの保存 

写真⑧ 長崎県池島炭鉱（斜坑 18度） 

（2013.12.26） 

第 2 部の最後に、閉会挨拶をする木村道江共
同代表（左）。入退院を繰り返しながらも先頭
に立って頑張っています！ 

検温、マスク着用、アルコール消毒、ソーシャル
ディスタンスを保ちながら、約 50 名の参加者
がありました。 
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「
長
生
炭
鉱
」
の
新
し
い
証
言
に
つ
い
て 

共
同
代
表 

共
同
代
表 

井
上 

洋
子 

  

去
る
１
月
30
日
（
土
）
79
周
年
追
悼
式
が
コ
ロ
ナ
禍

で
、
韓
国
遺
族
会
が
参
席
で
き
な
い
中
で
し
た
が
、
挙
行

で
き
ま
し
た
事
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
遺
族
会
か
ら
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
「
大
韓
民
国
行
政
安
全
部
過
去
史
関

連
業
務
支
援
団
」
団
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
駐
広
島
大
韓
民
国

総
領
事
の
追
悼
挨
拶
、
地
元
在
日
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

１
０
０
名
も
の
方
々
に
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
心
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
全
国
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

長
生
炭
鉱
の
場
合
は
、
１
９
３
９
年
10
月
12
日
の
２

４
９
人
を
皮
切
り
に
「
募
集
」
名
目
の
連
行
が
開
始
さ
れ
、

１
９
４
１
年
10
月
ま
で
に
１
２
５
８
人
が
「
合
宿
寮
」
に

収
容
・
強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

生
存
者
や
ご
遺
族
の
証
言
、
会
社
側
資
料
等
で
強
制
連

行
・
強
制
労
働
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ご
遺
族
の
一
人
・
黃
鐘
培(

フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ン
ベ)

さ
ん
が
、

昨
年
の
追
悼
式
の
折
、
衝
撃
的
な
証
言
を
さ
れ
ま
し
た
。 

黄
鐘
培
さ
ん
は
１
９
３
８
年
生
ま
れ
、
８
人
兄
弟
の
４

男
と
し
て
宇
部
で
生
ま
れ
、
事
故
当
時
は
幼
少
な
の
で
証

言
は
ご
両
親
や
兄
姉
か
ら
聞
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

黄
さ
ん
一
家
は
自
由
渡
航
で
来
日
し
農
業
を
営
み
な

が
ら
比
較
的
裕
福
な
暮
ら
し
だ
っ
た
そ
う
で
、
次
兄
は
広

島
の
鉄
道
学
校
（
広
島
県
糸
崎
鉄
道
学
校
か
）
に
も
行
っ

た
そ
う
で
す
。 

長
兄
で
あ
る
犠
牲
者
の
黄
鐘
吉
（
フ
ァ
ン
・
ジ
ョ
ン
ギ

ル
）
さ
ん
は
、
学
校
に
行
く
と
い
っ
て
出
か
け
た
き
り
帰

っ
て
来
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
両
親
は
行
方
を
捜
し
回

り
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
韓
国
に
帰
っ
た
か
も
と
下
関
港

の
渡
航
名
簿
ま
で
探
し
に
行
か
れ
、
と
て
も
心
痛
な
日
々

を
送
っ
て
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。 

失
踪
後
の
約
１
年
後
、
長
生
炭
鉱
会
社
か
ら
死
亡
の
電

報
が
来
て
、
息
子
が
長
生
炭
鉱
で
働
い
て
い
て
水
没
事
故

で
死
ん
だ
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
い
ま
す
。
親
に
消

息
の
手
紙
す
ら
出
せ
な
か
っ
た
環
境
に
置
か
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
証
言
は
彼
が
宇
部
市
内

で
拉
致
さ
れ
長
生
炭
鉱
「
合
宿
寮
」
に
収
容
さ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
そ
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

長
生
炭
鉱
の
募
集
承
認
数
（
１
９
３
９
年
～
１
９
４
１

年
）
は
１
６
３
０
人
で
、
総
力
を
あ
げ
て
も
未
達
の
状
況

で
あ
り
、
そ
の
う
え
、
逃
亡
者
が
相
次
ぎ
、
自
由
渡
航
の

者
さ
え
命
の
危
険
を
感
じ
家
族
を
連
れ
て
逃
亡
し
た
と

い
う
証
言
も
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
で
強
制
連
行
の
状
況
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
、
当
時
の
下
関
警
察
署
長
の
証
言
を
紹
介
し
ま
す
。

（
資
料
参
照 

下
線
部
の
み
読
み
上
げ
） 

            

強制動員真相究明ネットワークの第 13回全国研究集会は、

昨年（2020 年）6 月に予定されていましたが、新型コロナウイルス

感染予防の関係で延期となっていました。 

現地開催が難しい状況でこの 1 年を過ごし、2021 年 2 月 20 日

（土）にようやく web 集会を開催することになりました。 

今回は、富山での開催予定でしたので、富山での取り組み報告

を中心に、後半で各地の取り組み報告を行いました。 

 この後半部分で、井上洋子共同代表が、「長生炭鉱の新しい証

言について」報告をしました。以下、原稿の全文を掲載します。 

わずか 10分という限られた時間の中でしたが、Zoom参加者 100

名、YouTube 参加者 17 名と、多数の視聴者の中で、報告ができた

ことは意義深かったと思います。 

また、前半の富山での取り組み報告はとても興味深い内容で、

本来なら現地に行って、フィールドワークする予定だったものがで

きず、とても残念に思いました。 

今後も、ネットワークと共に全国の取り組みに学びながら活動し

ていこうと思います。 

自宅のパソコンの前にてオンラインで発表

する井上洋子共同代表 
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【
資
料
】 

40
年
目
の
証
言 

 
美
祢
市
民
・
戦
争
体
験
記 

「
五
日
の
会
」 

強
制
連
行
の
労
務
者 

 

大
嶺
町
中
村 

山
本 

操
（
当
時
下
関
警
察
署
長
） 

 

 

炭
坑
労
務
者
は
極
度
に
不
足
し
、
国
内
で
の
作
業
員

の
動
員
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
青
年
壮
年
の
大
部
分
は
、

拡
大
を
続
け
る
戦
場
へ
送
ら
れ
、
学
生
ま
で
が
学
業
を

放
棄
し
て
戦
場
へ
往
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
わ
ず
か

に
残
っ
た
人
た
ち
も
、
女
子
学
生
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
海
軍
工
廠
や
陸
軍
造
幣
兵
廠
に
徴
用
さ
れ
て
、

日
本
の
労
働
力
は
総
動
員
の
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

日
本
の
軍
部
は
、
炭
鉱
労
働
者
の
徴
用
の
手
を
、
朝

鮮
半
島
（
現
在
の
韓
国
と
北
朝
鮮
） 

へ
伸
ば
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
朝
鮮
半
島
は
日
本
の
統

治
下
に
あ
り
、
行
政
機
関
と
し
て
京
城
に
朝
鮮
総
督
府

が
置
か
れ
て
い
た
。
炭
鉱
労
働
者
徴
用
の
事
務
を
総
督

府
が
担
当
し
、
軍
部
が
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
朝
鮮
半
島

で
の
過
酷
な
強
制
徴
用
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

道
路
を
歩
い
て
い
た
と
し
て
韓
国
人
が
、
ま
る
で
逮

捕
の
よ
う
な
形
で
船
に
連
行
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
船
室
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
船
を
見
学
に
行
か
な
い
か
と
誘
わ

れ
て
、
停
泊
中
の
船
に
乗
っ
た
ら
、
再
び
上
陸
を
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
盲
目
の
老
人
が
杖
を
突
い
て
よ

ろ
よ
ろ
と
裏
道
を
通
行
し
て
い
て
、
強
制
的
に
連
行
さ

れ
た
笑
え
な
い
事
実
も
あ
っ
た
。
体
力
が
弱
っ
て
、
軍

部
の
魔
手
か
ら
遁
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
た

ち
は
、
す
べ
て
船
に
乗
せ
ら
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
人
た
ち
を
乗
せ
た
輸
送
船
は
、
続
々
と
下

関
港
に
接
岸
し
た
。
上
陸
す
る
姿
を
眼
に
し
た
と
き
、

私
は
唖
然
と
し
て
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
栄
養
失
調
で

よ
ろ
め
き
な
が
ら
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り
る
者
、
歩
行
困
難

で
立
ち
ま
ど
う
者
、
盲
目
や
重
症
者
は
同
行
の
人
の
肩

を
借
り
て
上
陸
す
る
者
等
、
眼
を
覆
い
た
く
な
る
惨
状

を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
人
た
ち
が
、
明
日
か
ら
の
炭
坑

労
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

耐
久
力
が
あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
ず
、
危
惧
感
だ
け
が
私

の
脳
裏
を
支
配
し
た
。 

 

収
容
所
は
市
内
竹
崎
町
の
仏
教
会
館
（
現
在
の
福
岡

相
銀
）
で
あ
っ
た
。
私
は
下
関
警
察
署
長
の
重
責
を
担

っ
て
い
た
か
ら
、
職
務
上
か
ら
何
度
も
収
容
所
を
視
察

し
た
。
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
地
獄

絵
図
で
あ
っ
た
。
鼻
を
衝
く
悪
臭
が
漂
っ
て
、
ご
っ
た

返
し
て
い
た
。
泣
き
叫
ぶ
病
人
は
ま
だ
元
気
が
残
っ
て

い
た
が
、
気
息
え
ん
え
ん
と
し
て
い
ま
に
も
息
が
絶
え

そ
う
な
者
も
い
た
。 

「
朝
鮮
へ
帰
し
て
く
れ
っ
、
家
に
は
老
人
と
子
ど
も
し

か
残
っ
て
い
な
い
ん
だ
。
俺
が
居
な
け
れ
ば
、
み
ん
な

餓
死
し
て
し
ま
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
絶
叫
す
る
男
の
隣

で
、
無
言
で
宙
に
眼
を
据
え
て
い
る
者
も
い
た
。
こ
う

し
た
状
態
の
集
団
は
、
後
か
ら
後
か
ら
下
関
港
へ
入
っ

て
来
た
。
募
集
責
任
者
は
頭
数
だ
け
を
調
達
す
れ
ば
そ

れ
で
責
任
が
果
た
せ
た
の
で
あ
る
。
労
働
が
で
き
る
か

否
か
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。 

 

こ
う
し
た
労
務
者
の
中
で
、
ど
う
に
か
動
け
る
者
ま

で
を
編
成
し
、
目
的
地
の
大
嶺
の
無
煙
炭
坑
や
宇
部
、

小
野
田
の
炭
鉱
に
列
車
で
送
ら
れ
た
。
し
か
し
歩
行
困

難
の
者
や
就
労
で
き
な
い
重
症
患
者
は
下
関
市
隔
離

病
舎
に
移
し
た
。
盲
目
の
老
人
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
病
人
に
献
身
的
な
医
療
を
さ
れ
た
の
は
、
外

科
医
の
黒
田
憲
夫
医
師
と
、
内
科
医
の
宮
崎
伊
三
郎
氏

で
あ
っ
た
。
船
が
入
港
す
る
た
び
に
実
施
さ
れ
る
集
団

検
診
や
、
病
人
の
治
療
は
無
報
酬
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
悪
臭
の
中
を
縫
っ
て
、
可
能
な
限
り
の
処

置
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
間
愛
に
国
境
は
な
い
が
、

そ
れ
を
身
を
も
っ
て
実
践
さ
れ
た
二
人
の
医
師
に
対

し
て
、
申
し
上
げ
る
べ
き
お
礼
の
言
葉
も
な
く
、
た
だ

心
の
中
で
感
謝
の
合
掌
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。 

 

下
関
隔
離
病
舎
に
収
容
さ
れ
た
患
者
は
、
二
人
の
医

師
の
懸
命
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
半
数
以
上

が
空
し
く
生
涯
を
終
わ
っ
た
。
私
の
も
と
へ
報
告
さ
れ

た
死
者
の
数
だ
け
で
も
30
数
名
に
達
し
た
と
記
憶
し

て
い
る
が
、
確
実
な
数
字
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
人
た
ち
の
遺
体
は
、
下
関
の
共
同
墓
地
に
埋

葬
さ
れ
た
。 

 

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
。
そ
れ
は
無
条

件
降
伏
で
あ
っ
た
。
強
制
的
に
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
半
島

の
労
務
者
は
、
本
国
へ
送
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
彼
ら
の
態
度
は
一
変
し
た
。
各
地
で
暴
れ
に
暴

れ
、
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
停
車
駅
附
近

の
暴
力
は
眼
に
あ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
の
不

合
理
な
圧
迫
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
反
動
的
行
動
に
出
た

気
持
ち
も
わ
か
る
が
、
警
察
と
し
て
治
安
の
上
か
ら
こ

れ
を
看
過
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
の
鎮

圧
に
は
全
く
手
を
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。
帰
国
す
る
労

務
者
た
ち
は
、
続
々
と
下
関
駅
へ
終
結
し
た
。
毎
日
数

百
人
か
ら
、
多
い
日
に
は
一
千
人
に
も
達
し
た
。
宿
舎

が
な
く
、
駅
構
内
を
唯
一
の
宿
泊
所
と
し
た
か
ら
収
拾

の
つ
か
な
い
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
た
。
構
内
で
炊
事

を
す
る
の
は
ま
だ
よ
い
方
で
、
便
所
が
足
ら
ず
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
排
便
し
た
。
駅
長
室
附
近
ま
で
臭
気
が
ぷ

ん
ぷ
ん
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
駅
と
し
て
の
機
能
は

完
全
に
マ
ヒ
す
る
。
こ
こ
で
多
く
の
抵
抗
を
排
し
、
焼

け
残
っ
た
関
釜
連
絡
船
の
待
合
室
を
帰
国
労
務
者
の

収
容
所
と
し
た
。
汚
れ
る
だ
け
汚
れ
た
下
関
駅
を
清
掃

す
る
の
は
、
下
関
消
防
署
が
総
力
を
挙
げ
て
丸
二
日
を

費
や
し
た
の
で
あ
っ
た
。
送
還
が
完
了
し
た
時
、
警
備

に
当
た
っ
た
私
た
ち
は
、
ほ
っ
と
安
堵
の
胸
を
な
で
お

ろ
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
気
持
ち
で

あ
っ
た
。 

   

こ
の
元
下
関
署
長
の
証
言
は
、
当
時
募
集
責
任
者
は
数

合
わ
せ
の
た
め
に
高
齢
者
や
「
障
害
者
」
含
め
手
あ
た
り

次
第
連
行
し
た
と
い
う
事
実
、
下
関
収
容
所
で
労
務
に
耐

え
ら
れ
そ
う
に
な
い
と
判
断
さ
れ
た
者
は
下
関
隔
離
病

舎
に
移
さ
れ
て
、
そ
こ
で
少
な
く
と
も
30
数
人
の
朝
鮮

人
が
命
を
落
と
し
、
下
関
市
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
と

証
言
し
て
い
ま
す
。 
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こ
の
証
言
を
も
と
に
私
た
ち
が
調
査
し
た
結
果
、
１
９

８
４
年
（
昭
和
59
年
）
12
月
23
日
の
朝
日
新
聞
記
事
に

よ
る
と
、「
下
関
市
関
山
納
骨
堂
」
に
は
30
数
人
を
は
る

か
に
上
回
る
２
２
１
体
も
の
韓
国
人
無
縁
仏
が
安
置
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
翌
年
に
は
民
団
や
日
韓
親
善
協
会

等
の
働
き
で
奉
還
さ
れ
る
予
定
と
あ
り
ま
す
が
ま
だ
確

認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
調
査
の
必
要
を
感
じ
て

い
ま
す
。 

  

来
年
は
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
か
ら
80
周
年
を
迎
え
ま

す
。
ご
遺
族
は
「
位
牌
返
還
」
と
「
遺
骸
収
集
」
を
訴
え

て
お
り
ま
す
。
直
系
ご
遺
族
は
80
才
以
上
と
な
り
、
残
さ

れ
た
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
坑
口
か
ら
の
発
掘
を
含
め
希

望
の
持
て
る
80
周
年
追
悼
集
会
に
な
る
よ
う
、
こ
の
１

年
間
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
な

る
ご
支
援
を
訴
え
て
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

Zoom などを使ってオンラインで全国集会でき

るという時代になり、IT 弱者多数の「刻む会」

も変革を求められております。 

今回の追悼集会は物理的な問題や技術面の

問題などまだまだクリアしなければならない

課題が山積みで、実現しませんでしたが、次

回は…と思っております。 

IT 関連でご指導、ご協力くださる方募集中！ 

 

Zoom での集会はこんな感じです！ 

2021年 2月 22 日（月）に東京大学韓国学研究センター主

催で「戦後補償問題と日韓の市民運動」と題するオンライン

研究会が開催されました。 

東京大学韓国学研究センターの外村大さんが、司会・コー

ディネーターを務め、金廣烈（光云大学教授、韓日民俗学会

初代代表）さんの講演の後、パネルディスカッションとして 4

名の登壇者（東京大学専任研究員・一橋大学名誉教授の田

中宏さん、ARGO 人文社会研究所研究理事の李淵植さん、大

阪経済法科大学研究員の李洋秀さん、九州共立大学の大和

裕美子さん）があり、そのうちの一人、大和裕美子さんが、長

生炭鉱の問題について取り上げ、発表してくださいました。 

13 時から 17 時過ぎまで、さまざまな問題提起がなされ、

意義深い研究会でした。 

大和裕美子さんは、追悼碑建立時の「刻む会」と韓
国遺族会とのやり取りを調査研究され、『長生炭鉱
水没事故をめぐる記憶実践ー日韓市民の試みから
ー』（花書院 2015 年 3 月 20 日出版）という本を
出版されています。 
韓国に留学もされ、現在は九州共立大学で教鞭を
取られています 

大和裕美子さん 

井
上
洋
子
共
同
代
表 

資
料
な
ど
が
表
示
さ
れ
ま
す 
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【一般会計】     （円） 

  科 目 年度予算 期間実績 累計 達成率 備考 

  歳入           

1 会費 600,000 47,000 522,000 87.0%   

2 寄付金 900,000 350,100 750,100 83.3% ※ 

3 物販 46,000 3,800 5,500 12.0%   

  証言・資料集 36,000 2,800 4,500 12.5%   

  その他 10,000 1,000 1,000 10.0%   

4 雑収入 4,000 0 3,740 93.5%   

5 前期繰越金 51,156 0 51,156 100.0%   

6 特別会計より繰入 0 0 0     

  合  計 1,601,156 400,900 1,332,496 83.2%   

       

  歳出           

1 事務費 50,000 9,642 39,716 79.4%   

2 広報費 300,000 114,680 336,035 112.0% 会報誌送料・印刷 

3 会議費 30,000 0 0 0.0%   

4 追悼碑管理費 10,000 1,033 3,905 39.1% 追悼ひろば電気代 

5 活動費 1,035,000 2,500 4,300 0.4%   

  学習会等 135,000 0 0 0.0%   

  追悼集会 650,000 0 0 0.0%   

  その他活動 250,000 2,500 4,300 1.7% 産業遺産ブックレット 

6 他団体会費等 40,000 19,000 53,000 132.5% 
三千里鐵道 東京朝鮮人

強制連行真相調査団他 

7 雑支出 65,000 3,514 35,271 54.3%   

  手数料 45,000 3,514 35,271 78.4%   

  その他 20,000 0 0 0.0%   

8 予備費 36,156         

9 特別会計へ繰出 35,000 0 0 0.0%   

  小  計 1,601,156 150,369 472,227 29.5%   

10 繰越金 0 250,531 860,269     

  合  計 1,636,156 400,900 1,332,496 81.4%   

 

※寄付者（敬称略） 

安溪 遊地 石田 耕一 梅崎須磨子 江島三紀夫 呉 世 憲 大隅 督子 岡屋 義之 小野  輝 

柏原 省治 鎌田  清 河 海 龍 姜 泰 玉 杵渕 智子 小林  昇 澤田 知夫 澤田 雪江 

島村眞知子 白川 健一 鈴木 忠実 徐 根 植 崔 玉 任 鳥家 治彦 長澤連三郎 浜田 光明 

東村  實 福川 寿子 福田 安子 福原 孝浩 馬嶋 英子 宮本 輝男 本吉 真希 山田  真 

山本 利明 鑓光 洋子 横中  霞 梁 大 隆 在日大韓基督教会小倉教会 

在日大韓基督教会西南基督会館 在日本朝鮮人総連合会山口県本部 在日本大韓民国民団 山口県宇部支部 

在日本大韓民国民団 山口県地方本部 在日本朝鮮民主女性同盟山口県本部 NPO 法人 三千里鐵道 

在日本朝鮮人総連合会 宇部小野田支部 日本基督教団小郡教会 観音宗 その他匿名 8 件 

 

会計報告（2020/12/01〜2021/02/28） 
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 2 月 10 日、すべての子どもに学ぶ権利を！2021 全

国行動月間 朝鮮学校を支援する山口県ネットワーク

の行動は、下関市民センターでの集会と、下関駅前街

宣活動をやりました。 

 内岡貞雄代表のあいさつとオモニ会保護者の補助

金停止と民族差別への糾弾の思いが述べられ、呉校長

から署名等の現状報告を受けました。 

 九州朝鮮学校無償化弁護士団の清田美喜弁護士の講演は、どうしてかかわるようになったのか、

司法修習生時代の話から始まりました。そして、すべての子どもに質の高い幼児教育を保証する法律

とうたいながら、他事考慮という朝鮮総連の影響や拉致問題をいいがかりにして、法規や規則で朝

鮮学校への援助を停止（不指定処分）した裁量権の濫用の不法性と、人権に反することが訴えられま

した。そして、「広範な人々のネットワークを作っていけば、必ず潮目が変わる！」と…。 

 その後、寒風吹きすさぶ中、下関駅前で街頭宣伝を行い、多くの人から幼保無償化の署名をしても

らいました。 

（報告 運営委員 松元一也） 

 

毎月第 2 水曜日 11：40 頃～12：30 頃に山口県庁前で座り込み行動を行っています！ 

ぜひご参加ください！ 

【追悼碑特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

繰越金 1,178,522   ピーア説明板 33,330 ハングル版 

繰入金 0  カーポート修繕 196,900   

   名板修繕 880,000   

    繰越金 68,292   

合 計 1,178,522   合 計 1,178,522   
      

【遺骨収集等特別会計】     

収入     支出     

科目 金額 備考 科目 金額 備考 

繰越金 1,776,668   DNA 鑑定 29,700 ２名 

繰入金 0   繰越金 1,746,968   

合 計 1,776,668   合 計 1,776,668   

 
以上感謝をもってご報告いたします。引き続きのご支援をお願い申し上げます。 

 



刻む会たより No.80 

- 12 - 

 

                     

   

 

振替用紙を同封しています。 

今年度の会費納入及び、カンパを 

お願いします！ 
※納入情報は封筒の宛名下に記載していますのでご確認ください。 

その他、振込用紙を同封しています。 

事務局より 会員動静（2021 年 2 月 18 日現在） 

 正会員  128 名（当年度総会比+2 名） 

 賛助会員 274 名（当年度総会比±3 名） 

 寄付者  103 名（当年度総会比-2 名） 

計   505 名（当年度総会比+3 名） 

会員・寄付者募集中！知人・友人にぜひ一声お願いします！ 

2021 年 6 月 5 日(土) 13:00～ 

開催します！ 
※会員の皆様には、議案書を 5 月中旬に

お手元にお送りします。出欠のご連絡

をよろしくお願いいたします。 

今後の予定 
2021 年 3 月 19 日(金) 10:00～12:30 

第 12 回運営委員会及び『たより』発送

作業 

2021 年 4 月 13 日(水) 11:40～ 

山口朝鮮初中級学校補助金カットに対す

る抗議座り込み行動及び座談会 

2021 年 4 月 23 日(金) 10:00～12:30 

第 1 回運営委員会 

2021 年 5 月 12 日(水) 11:40～ 

 山口朝鮮初中級学校補助金カットに対

する抗議座り込み行動及び座談会 

2021 年 5 月 18 日(火) 10:00～12:30 

第 2 回運営委員会 

2021 年 5 月 29 日(土) 14:00～16:00 

真相究明ネットワーク全国集会(web) 

2021 年 6 月 5 日(土) 13:00～ 

第 8 回定期総会 

今年も 2021 年 2 月 13～14 日の日程で「草の根交流切手まつり」が開

催されました。この「切手まつり」は人間いきいき研究会を中心とする実

行委員会の主催で 10 年以上開催されており、使用済み切手を集めて

JOCS（日本キリスト教海外医療協力会）を通じて海外医療支援に役立て

ることを主目的に、様々な草の根交流の活動を発表したり、情報交換し

たりという場となっています。 

「刻む会」からもパネル展示を行いました。 

BIYP韓国青少年交流に参加している中学生が、この 1年間で学んだこ

とを元に、自分なりにパネルを作ってくれました！ 

新型コロナウイルスの影響で交流ができない状況の中で、月 1 回の

web 会議などを通じてさまざまな交流の形を模索しています。 

 早く日韓の交流が再開されることを願っています。 

前号（『たより No.79』）で 6 頁「2020 年 第 25 回無窮花堂秋季追悼式

（報告）」の記事に誤りがありましたので、お詫びして下記のとおり訂正

を申し上げます。 

記 
誤 正 

３．…（司会：原中誠志さん・事務局
長） 

３．…（司会：原中誠志さん・理事） 

３．④…チョン・ソクキュンさん・駐福岡
大韓民国総領事館副領事） 

３．④…チョン・ソクキュンさん（駐福岡
大韓民国総領事館副領事） 

末文：飯塚市職員の参加や市長メッ
セージはなかった 

末文：飯塚市職員数名の参加があった
が市長メッセージはなかった 

 


